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修復的司法の第一人者ゼア氏が来日  

犯
罪
の
被
害
者
と
加
害
者
の
関
 
 

係
回
復
を
め
ざ
す
「
修
復
的
司
 
 

法
」
の
第
一
人
者
、
ハ
ワ
ー
ド
・
 
 

ゼ
ア
氏
（
聖
が
初
来
日
し
た
。
従
 
 

来
の
刑
事
司
法
の
限
界
が
指
摘
さ
 
 

れ
る
な
か
、
修
復
的
司
法
へ
の
期
 
 

待
は
高
い
。
一
方
で
、
被
害
者
学
 
 

や
伝
統
的
な
刑
法
学
の
側
か
ら
は
 
 

ハ
ワ
ー
ド
・
ゼ
ア
氏
＝
東
京
都
東
村
山
 
 

市
の
東
京
聖
書
学
院
で
、
細
川
卓
撮
影
 
 
 

加
害
者
へ
の
理
解
深
ま
る
 
 
従
来
の
司
法
と
「
相
互
補
完
」
留
 
 

「
許
し
」
 
「
癒
や
し
」
の
難
し
さ
 
 

が
指
摘
さ
れ
る
。
「
許
せ
な
い
と
 
 

し
て
も
、
加
害
者
へ
の
理
解
が
深
 
 

ま
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」
と
、
 
 

ゼ
ア
氏
は
修
復
的
司
法
の
現
実
的
 
 

な
効
果
を
強
調
し
た
。
柔
ら
か
な
 
 

語
り
口
に
は
、
実
務
家
ら
し
い
説
 
 

得
力
が
あ
っ
た
。
 
 

ゼ
ア
氏
は
米
国
の
イ
ー
ス
タ
ン
 
 

メ
ノ
ナ
イ
ト
大
教
授
。
7
8
年
か
ら
 
 

被
害
者
と
加
害
者
の
対
話
プ
ロ
グ
 
 

ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
。
9
0
年
に
 
 

『
修
復
的
司
法
と
は
何
か
』
を
出
 
 

版
（
邦
訳
は
0
3
年
）
、
修
復
的
司
 
 

法
（
R
J
）
の
理
論
的
基
礎
を
築
 
 

。
 
 
 

ゼ
ア
氏
は
、
従
来
の
司
法
で
は
 
 

満
た
さ
れ
な
い
被
害
者
側
の
「
本
 
 

当
の
ニ
ー
ズ
」
を
例
を
挙
げ
て
説
 
 

明
し
た
。
 
 
 

あ
る
レ
イ
プ
事
件
の
被
害
者
女
 
 

性
は
裁
判
の
終
了
か
ら
何
年
も
経
 
 

て
、
加
害
者
と
会
い
た
く
な
っ
 
 

た
。
刑
務
所
で
面
会
す
る
と
、
裁
 
 

判
で
は
大
き
く
恐
ろ
し
い
男
に
見
 
 

え
た
加
害
者
は
、
年
を
取
っ
た
弱
 
 

く
か
わ
い
そ
う
な
人
に
見
え
、
「
彼
 
 

も
同
じ
人
間
な
の
だ
」
と
分
か
っ
 
 

た
。
自
分
が
ど
ん
な
に
苦
し
い
思
 
 

い
を
し
た
か
も
相
手
に
伝
え
た
。
 
 

怒
り
が
初
め
て
消
え
た
－
。
 
 
 

「
被
害
者
に
は
様
々
な
ニ
ー
ズ
 
 

が
あ
る
。
加
害
者
を
知
る
こ
と
や
 
 

責
任
を
認
め
て
欲
し
い
と
思
う
こ
 
 

と
は
、
そ
の
一
つ
だ
」
 
 
 

加
害
者
も
ま
た
、
従
来
の
司
法
 
 

で
は
真
の
説
明
責
任
を
負
っ
て
い
 
 

な
い
と
み
る
。
「
刑
務
所
は
人
が
 
 

本
当
に
悔
い
る
こ
と
を
妨
げ
る
。
 
 

罰
に
よ
る
苦
痛
で
加
害
者
は
自
分
 
 

が
か
わ
い
そ
う
に
な
り
、
自
分
が
 
 

や
っ
た
こ
と
、
被
害
者
に
与
え
た
 
 

傷
を
本
当
の
意
味
で
は
理
解
で
き
 
 

な
い
」
 
 
 

世
論
で
強
ま
る
厳
罰
化
を
求
め
 
 

る
意
見
に
は
「
刑
罰
の
犯
罪
抑
止
 
 

効
果
に
は
疑
問
が
あ
る
。
人
は
衝
 
 

動
的
に
犯
罪
を
起
こ
す
こ
と
が
多
 
 

い
」
と
反
論
。
死
刑
に
つ
い
て
も
 
 

「
人
々
は
自
ら
を
処
刑
す
る
側
に
 
 

置
き
、
攻
撃
を
受
け
た
側
が
攻
撃
 
 

し
返
す
こ
と
を
無
意
識
に
正
当
化
 
 

し
て
し
ま
う
。
テ
ロ
リ
ズ
ム
ヘ
の
 
 

暴
力
に
よ
る
対
抗
が
新
た
な
テ
ロ
 
 

を
生
む
よ
う
に
、
暴
力
の
連
鎖
に
 
 

つ
な
が
る
」
と
訴
え
た
。
 
 
 

R
J
と
従
来
の
司
法
と
の
関
係
 
 

に
つ
い
て
は
「
相
互
補
完
」
を
主
 
 

張
し
た
。
「
R
J
が
ま
ず
犯
罪
に
 
 

対
応
し
、
解
決
で
き
な
い
も
の
は
 
 

罰
金
刑
、
そ
れ
で
も
対
応
で
き
な
 
 

い
ケ
ー
ス
に
懲
役
刑
を
与
え
れ
ば
 
 

い
い
」
 
 
 

ゼ
ア
氏
の
言
葉
を
裏
打
ち
し
て
 
 

い
る
の
は
被
害
者
、
加
害
者
と
繰
 
 

り
返
し
て
き
た
対
話
だ
。
3
9
人
の
 
 

被
害
者
、
5
8
人
の
終
身
刑
受
刑
者
 
 

に
取
材
し
た
本
も
邦
訳
が
出
た
 
 

（
『
終
身
刑
を
生
き
る
』
 
『
犯
罪
 
 

被
害
の
体
験
を
こ
え
て
』
）
。
ゼ
 
 

ア
氏
撮
影
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
 
 

お
り
、
彼
ら
の
個
性
あ
る
表
情
か
 
 

ら
、
ゼ
ア
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
 
 

に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
こ
 
 

と
が
分
か
る
。
 
（
赤
田
康
和
）
 
 
 


